
目　　次

Ⅰ　動機と目的

Ⅱ　方法

Ⅲ　翻訳本における違いについて

Ⅳ　絵本の翻訳に何が影響しているか

１．絵本の心を伝える手法として

２．声の文化として

まとめ

Ⅰ　動機と目的
絵本はどの国の子どもも大好きである。筆者

は英語圏で暮らしていた時に絵本を子どもに読

んで聞かせた。その時読んだ『ブレーメンの音

楽隊』で、４匹の動物が力を合わせて泥棒を追

い払う話を読んだ。それは、犬、ろば、にわと

り、ねこの泣き声をあわせると、「お前を殺し

て食べちゃうぞー」ということばになっていた。

もちろん日本語の訳本ではこのように訳するこ

とはできない。「ろばはひんひん、いぬはわん

わん、ねこはにゃあにゃあ、おんどりはこけこ

っこう」となっていた。このことに出会ってか

ら、翻訳本のもつ国の文化差は何なのかが気に

なっていた。翻訳はどのような要因が影響して

くるのか、興味を持ち続けたことが、本研究に

おいて検討するに至った理由である。

絵本について書かれたものは多い。それらは

絵本に関するエッセイのようなもの（長田

1998・江國1990・赤羽2005など）、絵本に関

わる諸要因についてかかれたもの（藤本

1999＆2007・後路2005など）、子どもと絵本

の関係についてかかれたもの（ワトソン＆スタ

イル2002・谷本2002など）、比較文化論的なも

の（松居2007・原1991など）、また、五味など

絵本作家が自分の創作経験から絵本論を展開し

ている。しかし、それは研究的視点と言うより

はあくまで、作家個人の感じた絵本論である。

それらは作家または絵本に造詣の深い人のもの

であって、非常に深い意味を持っているが、

個々人の視点で書かれており、数多くの絵本全

体についての視点ではない。また、翻訳、特に

絵本についてのものは、そういった著書の中に

ごくわずか触れられているにすぎない。また、

1998年に『季刊ぱるる』が特集を組んでいる

が、これも、対談や個人の体験による貴重な談

である。翻訳の研究ではオノマトペの視点での

研究は多い（楳垣1961・皆島2004など）が、

一つの焦点化された視点から見ている。

そこで、絵本を実際に読んで、そこに見られ

る翻訳に影響を与える要因を調べることによっ

て、そういった作家の感性で書かれた絵本の様

子について、資料を通して、より一般的な法則

を見出したいと考えた。

翻訳というと、訳者が誰であるかに影響を受
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けると考えるのが一般的であろう。しかし、絵

本については特別なものに限り、複数の訳者が

いることはありえない。一人の訳者の本がその

国の子どもたちに絵本を紹介する。したがって、

訳者において絵本のイメージは変わるのではな

いかという議論はあっても、訳者が一冊の本に

ついて多く出現することは、有名な本でもない

限り、その事実は少ないのである。もちろん、

翻訳者は原作者と同様、それ以上の細心の配慮

をしていることは、『季刊ぱるる』の特集版、

「翻訳って何？」で、多くの翻訳者が語ってい

る［１］。今回は翻訳者自身の作風を超えて、

絵本の翻訳がされる上で、何が影響してくるの

かを、日英の絵本を通して考察したい。

Ⅱ　方法
この研究に使用した絵本は合計128冊である。

英語版と、全く同じ作家の同じ絵を使用した日

本語版を64組で、末尾にそのリストを掲載して

いる。筆者らは英語版と日本語版の同一絵本の

原本と訳本を読み、その対訳を通して、記述や

絵など、原作と違う箇所を取り出して調査資料

とした。その違いが何から来るものかについて、

違いを文章化したリストを作り、“読み取り分

析”を行った。“読み取り分析”とは筆者らの

造語である。ストーリー分析に使われるカテゴ

リ分析をもう少し広義に理解し要因を取り出す

という意味である。本研究は翻訳に影響する要

因について探る第一歩のものである。したがっ

て、詳細な仮説は設定していない。しかし、多

くの絵本論者が言う翻訳に関する個人的感性に

全面委ねることなく、できるだけニュートラル

にその要因を引き出して第一次の研究とするこ

とにした。

Ⅲ　翻訳本における違いについて
翻訳に影響する要因は16項目見出すことがで

きた。それらは表１に示す通りである。本研究

の対象にした絵本65組の中で、最も多かったの

が、「１. 絵本名の変更・副題の挿入」で、本の

内容をよりよく伝えようとする意図が感じられ

るものであった。次に多かったのは「２. 生活

習慣による違い」で、変えざるを得ないものと

思われる。「３. オノマトペの使用が多い日本語」

がきているが、日本語のオノマトペは従来多く

の研究者が対象にしているものである。次に多

いのは「４. 人名・地名の変更」で子どもの名

前の呼び方等をその国に合わせるものである。

さらに、「５. 状況説明の加筆」と続くが、それ

はその国の人でなければ知りえないような内容

について説明している。次いで「言葉のリズム

を合わせた」、「製本の方法」、「時代の差」、「文

字の違い」と続く。遊びそのものの違いから似

た遊びに変えて記述したもの、国の習慣の違い

から変わるもの、「道徳的な意味合いの強調」、

「対話形式か、語り口か」、「死に対する考え方

の影響」などがある。数は少ないが、「一つの
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文字の違い 

一つの単語が多様な言い回しになる 

対話形式か、語り口か 

遊びの名前の変更 

スペース上の省略 

意味をよく伝えるために表紙の絵の変更 

道徳的な意味合いの強調 

死に対する考え方の影響 

絵も文章もほぼ一致 

 

表１　翻訳に影響する要因 

（本研究対象本64組中） 



単語が多様な言い回しになる」があり、日本語

と英語の違いを見るものである。また、色や絵

に関する違いは本全体の色の違いに加えて「意

味をよく伝えるために表紙の絵の変更」があっ

た。64組の中で14％の９冊が内容も絵も同じ

であった。各要因については次に説明をする。

29

表２ 「絵本の変更・副題の挿入」に該当する翻訳絵本（64組の内、24組） 
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　　　　　　日本語の絵本名 

あなはほるものおっこちるとこ 

いもうとのにゅういん 

 
うさぎさんてつだってほしいの 

海辺のあさ 

おおきな木　 

ぐるんぱのようちえん 

しろいうさぎとくろいうさぎ 　 

ぞうくんのさんぽ  

ちいさいあなたへ  

とんことり 

ピカくんめをまわす　 

げんきなマドレーヌ　 

オラたちのたけやぶ 

ひとまねこざるときいろいぼうし　 

かばくん 

 
ふしぎなたけのこ 

あいうえおのき 

　　ちからをあわせたもじたちのはなし 

じぶんだけのいろ 

　　いろいろさがしたカメレオンのはなし 

ALDO 

　　わたしだけのひみつのともだち　 

ルピナスさん 

　　小さなおばあさんのお話 

ふたりはいつも 

ふたりはいっしょ 

ふたりはともだち 

ふたりはきょうも 

　　　 英語の絵本名 

A Hole Is to Dig 

Anna’s Special Present 

Mr. Rabbit and the Lovely  

Present 

One Morning in Maine 

The Giving Tree  

The Happiest Elephant 

The Rabbits’ Wedding　 

Elephant Blue  

Someday   

Anna’s Secret Present 

Pekka says go!  

Madeline  

The Bamboo Grove 

Curious George  

Wake Up, Hippo! 

Taro and the amazing  

bamboo shoot 

 
The Alphabet Tree  

 

A Color of His Own  

 

ALDO　 

 

Miss Lamphius 

Frog and Toad All Year 

Frog and Toad Together 

Frog and Toad Friends 

Days with Frog and Toad  



１．絵本名の変更・副題の挿入

絵本名を変更したり、副題を挿入している絵

本は表２の通りで全体の38％ある。それらはA.

題を変える�～�と、B. 形容詞的なことばをつ

ける�～�、Ｃ. 副題を加える�～�、Ｄ. 主人

公の名前の有無�～�の４つに分類される。絵

本名の変更は、その国の言い回しによるもの�

では、『あなはほるものおっこちるもの』とい

うのがある。『The Rabbits’Wedding』が『し

ろいうさぎとくろいうさぎ』に、『Someday』

が『ちいさいあなたへ』に、『The Giving

Tree』が『おおきな木』に、『とんことり』が

『Anna’s Secret Present』など11冊の絵本に

見ることができた。たいていの変更は国の習慣

に従って理解度を深めるために工夫されてい

る。特に、形容詞的なことばや動詞をつける場

合は、本の主人公を通して全体のイメージがわ

かる。『げんきなマドレーヌ』、『オラたちのた

けやぶ』、『ひとまねこざるときいろいぼうし』、

『Wake Up, Hippo!』、『Taro and the amazing

bamboo shoot』などである。

C. 副題をつけたものは、『あいうえおのき―

ちからをあわせたもじたちのはなし』、『じぶん

だけのいろ―いろいろさがしたカメレオンのは

なし』、『ALDO―わたしだけのひみつのともだ

ち』、『ルピナスさん―小さなおばあさんのお話』

で、副題が何のお話かを説明している。主人公

の名前がある英語の原本が、日本語ではなくな

っているのは、なじみがないものを判りやすく

変えたもので『海辺のあさ』や、アーノルド・

ローベルのシリーズ『ふたりはいつも』、『ふた

りはいっしょ』、『ふたりはともだち』、『ふたり

はきょうも』で見られる。題を変えたり副題を

つけるのは今回の調査では最も多かったが、訳

者の工夫が結果として、題に表れたものと思わ

れる。

２．生活習慣の違い

『あおくんときいろちゃん』と『little blue

and little yellow』では生活習慣の違いを意識

して変えている部分がある。19・20頁の

「Happily they hugged each other and

hugged each other.」、34頁「They hugged

and kissed him.」、38頁「They all hugged

each other with joy.」が　19・20頁の「よか

ったね　あおくんときいろちゃんは　うれしく

て　もううれしくて　うれしくて」、34頁「し

っかりとだきあげた」、38頁「おやたちもうれ

しくてやっぱりみどりになりました」と訳され

ている。日本の習慣ではハグするということが

一般的でないために、「うれしくてうれしくて」

と変えられたものであろう。

『うさぎさんてつだってほしいの』と『Mr.

Rabbit and the Lovely Present』でも、同じ

ことが見られた。8・14・18・24頁「She

likes bird in trees.」、最後の頁「a happy

birthday and a happy basket of fruit to

your mother」が、8・14・18・24頁「おかあ

さんは、とりはそのときでうれしそうにうたっ

ているのがすきなの」、最後の頁「すてきなプ

レゼントをもらって、ほんとうによかったね」

というように、訳を変えてわかりやすくしてい

る。たぶん日本では鳥はカゴで飼う家が多いか

らであろうか。日本語は具体的なものを省略し

ている。

３．オノマトペの使用が多い日本語訳　

日本語におけるオノマトペの定義について、

日本語の辞書をまとめてみると、おおよそ次の

３つに大別できる。（広辞苑・大辞林・国語辞

典など）。オノマトペとは擬音語・擬声語・擬

態語を包括的にいう語で、擬音語は実際の音を

まねて言葉とした語。「さらさら」「ざあざあ」

などである。擬声語は事物の音や人・動物の声
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などを表す語。「きゃあきゃあ」「わんわん」の

類を言う。擬態語は物事の状態や様子などを感

覚的に音声化して表現する語で「にやにや」

「てきぱき」などがこれに入る。英語との比較

について九頭見は多くの文章をあげて、必ずし

も日本語のオノマトペが英語においてもオノマ

トペによって表現されているとは限らないこと

を示した［２］。

今回の調査においてオノマトペが使用されて

いた絵本は20％ある。該当する絵本は、『ロー

ジーのおさんぽ』、『チキンスープ・ライスい

り』、『ぐるんぱのようちえん』、『ふたりはいつ

も』、『ふたりはきょうも』、『かばくん』、『ボル

カ』、『キャット・イン・ザ・ハット』、『すてき

な三にんぐみ』、『ちいさいおうち』、『月夜のみ

みずく』、『だいくとおにろく』、『くまさんくま

さんなにみてるの？』の13冊である。その中の

２冊を表３に例として挙げる。『ロージーのお

さんぽ』と『Rosie’s Walk』では３つの動詞と

２つの助詞が日本語ではオノパトペに変わって

いる。

『チキンスープ・ライスいり』と『Chicken

Soup With Rice』では動詞が日本語ではオノマ

トペに変わっている。英語はオノマトペでなく

韻を踏むことによって、音遊びとしての要素が

入っている。日本語には、このお話の状況に対

応するぴったりのオノマトペがふんだんに取り

入れられ、それらによってリズミカルな要素が

加わり、子どもにとって十分響くものにすると

いう意図が感じられる。リズムも十分生かされ
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表３　日本語の絵本に多く見られるオノマトペの例（下線は筆者が付ける） 

絵本名 頁 

5 

9 

16 

21 

25 

 
6 

 

10 

 

20 

 

22 

 

24 

 

 
26 

 

　　　　　　日本語の絵本 

おにわをすたこら 

おいけのまわりをぐるり 

こなひきごやのまえをすたすた 

へいのすきまをするり 

はちのすばこのしたをすいすい 

１くちススス　２くちススス　すすって　 

すべる、チキンスープ・ライスいり 

1かいふふう　２かいふふう　ふふうと　 

かぜがふく、チキンスープ・ライスいり 

１かいぐつぐつ　２かいぐつぐつ　ぐつぐつと 

によう、チキンスープ・ライスいり 

１かきすーい　２かきすーい　かいてすすもう、 

チキンスープ・ライスいり 

１かいほ、ほ、ほーう　2かいほ、ほ、ほーう 

こわいこえしてよろこぶぞ、チキンスープ 

・ライスいり 

１かいぷーっ　２かいぷーっ　ぷーっぷーっと 

ふきあげる、チキンスープ・ライスいり 

　　　　　英語の絵本 

across the yard 

around the pond 

past the mill 

through the fence 

under the beehives 

Sipping once sipping twice  

sipping chicken soup with rice 

Blowing once blowing twice  

blowing chicken soup with rice. 

Cooking once cooking twice  

cooking chicken soup with rice. 

Paddle once paddle twice  

paddle chicken soup with rice. 

 
Whoopy once whoopy twice  

whoopy chicken soup with rice. 

Spouting once spouting twice  

spouting chicken soup with rice. 

『ロージーの

おさんぽ』 

と 『Rosie’s 

Walk』 

 

『チキンスー

プ・ライスい

り』 と  

『Ch icken  

Soup With 

Rice』 



ている訳になっている、絵本では珍しい例であ

る。

４．人名・地名の変更

（1）人名の変更

本調査では10冊の絵本に見られたものの中

で、人名を変えたものが７件あった。『そらい

ろのたね』と『The Blue Seed』、『ボルカ』と

『Borka』、『いもうとのにゅういん』と『Anna’s

Secret Present』、『とんことり』と『Anna’s

Special Present』、『ともだち』と『Friend』、

『ふしぎなたけのこ』、『Taro and the amazing

bamboo shoot』、『ルピナスさん』と『Miss

Lamphius』である。

そのうちの３冊は日本語の子どもの名前であ

るが、『そらいろのたね』ではゆうじ、はなこ、

しげる、ひろし、くみこがBen、Suzy、Mike、

Mary、Nedになり、『いもうとのにゅういん』

では、あさえ、ひろちゃん、ほっぺこちゃん、

あやちゃんが、Anna, Susie、Emily、Katyと

いうように英語風に変えられている。しかし、

日本の代表的名前である太郎はそのまま英語の

訳に使われている。しかし、英語の絵本が日本

語に訳されているものは、『どろんこハリー』、

『ピーターのいす』、『くまのコールテンくん』、

『しりたがりやのジョージ』、『海辺のあさ』の

ジェイン、『おやすみなさいフランシス』、『げ

んきなマドレーヌ』、『葉っぱのフレディ』、『ス

イミー』、『フレデリック』とそのままが多く、

洋風文化の取り入れは柔軟に行われていること

が名前をそのまま使用することに表れているの

ではないかと思われる。

このうち、『ともだち』と『Friend』は原作

がドイツ語で書かれており、日英それぞれに特

徴が見られる。日本語はドイツ語を元に、おん

どりのフランツ、ネズミのジョニー、ぶたのヴ

ァンテールと訳しているが、英語は自国風に、

Charlie Rooster、Jonny Mouse、Fat Percy

としている。これは原作に忠実な日本語訳に対

して、英語版では英語風に変えたと思われる。

英語では同じ名前を、自国の言い方で変えて

いる場合が多い。それは、フランス語読み、ド

イツ語読みというように読み替えてきた長い歴

史があって、言葉に合わせて読み替えるのが当

たり前で、いわば自動的に読み替える文化が生

きているのである。

残りの３冊は名前の有無によってわかりやす

くするものである。本のイメージを前面に出す

意味であろうか、『ルピナスさん』と『Miss

Lamphius』では、ルピナスを植えることが中

心になっている主人公の行動をタイトルにして

いるのが日本語訳である。Taroという名前を入

れることで、わかりやすくしたのが、『Taro

and the amazing bamboo shoot』であり、名

前をなくすることで、混乱を避けたのが『なか

よしむら』である。

理解不明なものは『ボルカ』と『BOLKA』

において、ガチョウの夫婦の名前が英語版では

Mr. and Mrs. Plumpster になっているのが、

ポッテリピョン夫婦と訳されていることであ

る。plumpが丸々としたという意味であること

から、一部に日本語のポッテリを充てたとも考

えられるのだが現時点では不明である。

（2）地名の有無

地名を意識的に入れたりなくしたりしている

ものがある。地域の名前はそのものが大きなイ

メージをもつ。本調査64組のうち３冊にそれが

見られた。例えば『なかよしむら』と『The

Village Where Everyone Is Happy』では、

日本人にとって馴染みのない土地の名前である

タイのJaminegolの名前が日本版では消えてい

る。『海べのあさ』と『One Morning in Maine

1952』の原文では米国北東部大西洋の州であ
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るMaineという地名が入っている。しかし、日

本語はMaineという地名が『海べ』に変ってい

る。日本ではメインという土地の雰囲気が伝わ

らず、話の展開上、海辺にあることが重要であ

ることから、都市の名前をなくして、海べとい

う言葉を入れたものと思われる。反対に『ぴか

くんめをまわす』と『Pekka says go!』の３頁

では「大きなビルディングのたちならぶだいと

かいは」というところで、英語の訳本では３頁

「This is Tokyo, one of the biggest cities in

the world.」と 「東京」という地名を入れるこ

とで、具体的に大きな都市だとわからせている。

５．状況説明の多い訳本

英語の説明が多い

日本語版においても、英語版においても他国

の文化にないものをどのように伝えるか、訳者

は色々と工夫を試みている。その一つに、状況

や事物の説明を多く入れる手法を用いて、反対

に、自分たちの文化にないものは省略するとい

うことがある。

『だいくとおにろく』と『Oniroku and the

Carpenter 』は日本の昔話である文化の違いだ

けでなく、その国の歴史も含んでいる。原作の

５～６・７～８頁の：「むらのひとたちは、と

んとこまりはてていた」を絵に合わせて次の頁

に移動させ、その理由を加えている。英語の７

～８頁では「The people of one village on its

shores became very unhappy.  Without a

bridge, they could not cross the river and

go to market.  They could not visit their

friends on the other side.」「The river was

wide and wild, its current fierce.」のように、

文章の量も多い。また、16 ～17頁の「さあめ

だまよこせ」という理由を英訳では告げている。

その英語の文は次のとおりである。「“I have

built your bridge”he bellowed.」さらに、

20～21頁では日本語にはない説明が入る。

「ONIROKU」the carpenter said out loud to

the tree.“Play come to me soon with

Oniroku. That must be the orgre’s name.”

『ふしぎなたけのこ』と『Taro and the

Amazing Bamboo Shoot』の２例を表４・５

に示す。こちらは、原作の複雑な情景描写をは

ずして、単純な訳にしている例である。たけの

こが大ご馳走であることも、さかなや昆布が食

料であることも、英語圏の子どもにはわかりに

くいと考えたためであろう。
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表４ 『だいくとおにろく』と『Oniroku and the Carpenter 』の翻訳例 

頁 

 

５ 

 

 
15 

 

 
17

日本語の原作 

 

なし 

 

なし 

なし 

なし 

 
なし 

なし 

　　　　　　　　　　　　　英語の翻訳本 

The people of one village on its shores became very unhappy.　 

Without a bridge, they could not cross the river and go to market.   

They could not visit their friends on the other side. 

It was the most beautiful and the strongest bridge. 

he had ever seen.    

“I have built your bridge,” he bellowed. 

“I did not promise to give you my eyes,” the poor 

carpenter said in a small, scared voice. 

“Is there nothing I can give you instead?” 



①『とん　ことり』と『Anna’s Secret Friend』

日本語の原本では図１-１のように一行「かな

えはやまのみえるまちにひっこしてきました」

が英語版では図１-２のように非常に多くの説明

が加えられている。その文章は次のようである。

「Anna was excited about moving to a new

house in a new town. She was especially

pleased to be living close to the mountains.

But already she was missing the friends

she had left behind. Still, there was hardly

time to think about anything because there

were so many boxes to be carried into the

new house.」引越しに対する子どもの気持ち

を解する部分が詳しく説明されているのは、日

本の引越しということの意味する内容を伝える

必要があったからである。
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頁 

17 

19 

 

 
20 

 

 

日本語の原作 

なし 

なし 

 
なし 

 

なし
 

　　　　　　　　　　　　　英語の翻訳本 

or…I will come for your eyes. 

The carpenter did not know how to learn the orge’s name. 

“ONIROKU!” the carpenter said out loud to the trees.“Pray come  

to me soon with Oniroku.  That must be the orge’s name.”   

soundly for the first time since he had stood by the river’s edge. 

The grin vanished from the orge’s face and furious,

図１-１　日本語の原本『とん　ことり』２･３頁引用 

図１-２　英語の訳本『Anna’s Secret Friend』２･３頁引用 



③『ちいさいおうち』と『The Little House』

『ちいさいおうち』と『The Little House』で

は　日本語訳で次の言葉が一頁全体に挿入され

ている。原本にないものを加えている22頁は

「そのうち、ちいさい　おうちの　まえを　い

ったり　きたり　しはじめました。でんしゃは

いちにちじゅう、そして　よるになってからも、

まだ　いったり　きたり　しました。すると

まちの　ひとたちまで、とても　いそがしそう

に、とても　おおいそぎで　かけまわるように

なりました。」がその内容である。原本が出版

されたアメリカでは絵だけで理解できるような

都市発展の時代であった。しかし、日本ではま

だそこまでの発展を子どもがすぐに理解できる

ほどは進展していず、絵だけでは理解できない

であろうと考えたためではないだろうか。図２-

１は文のない英語の原本であり、図２-２は文章

の加えられた日本版の訳本である。文化の進展
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表５　『ふしぎなたけのこ』と『Taro and the Amazing Bamboo Shoot』 

頁 

 

 

 
2 

 

 

 

7 

 

 

 

 

20 

 

ふしぎなたけのこ 備　考 
Taro and the Amazing 

Bamboo Shoot 

「たけのこはみんなのおおごちそうだ。やまの

おくのおくのむらには、さかなもこんぶもない」

が英語訳にはない。 

「たけのこはのびるのにあきた。そして、たけのこ

になることにきめた。はっぱをだすまえにひとやす

みすることにきめた」の部分が変えられている。 

「くえるとも、くえるとも。うまいぞう」とうさんが

いった。「たけのこよりうまいか？」たろがきいた。

「たけのこもうまい。こんぶももっとうまい。さか

なも、もっともっとうまい。それに、おまえ、こん

ぶやさかなやかいは、からだにいいんだ」かあ

さんがいった。 

Then one spring morning 

Taro’s mother said to 

him. が説明に加えられてい

る。 

The tip swayed gently 

in the breeze. になってい

る。 

“Let us catch some and 

find out.” said Taro’s 

father and uncles. に変

わっている。 

お話の背 景を説

明する必要がある

箇所を多く付け加

えている。 

たけのこの生態を

知らない子どもへ

の配慮か。 

貧しい村の様子を

基にした言葉のや

り取りは難しいと

判断して、米人ら

しく行動的な言葉

に変わっている。 

図２-１　英語の原本『The little house』 
22･23頁引用 

図２-２　日本語の訳本『ちいさいおうち』 
22･23頁引用 

②『ふしぎなたけのこ』と『Taro and the Amazing Bamboo Shoot』



によってどんどん街が都市化していくことはア

メリカに送れて日本でもはじまった。このこと

を訳者は日本の子どもに考えさせたかったに違

いない。

④『いもうとのにゅういん』と『Anna’s

Special Present』

『いもうとのにゅういん』と『Anna’s Special

Present』では日本版ではない表記が次の箇所

で英語版に入っている。６頁：Anna and

Susie played at being doctors looking after

Emily.：She looked very worried.：but they

will sew it up as good as new. They are

very good doctors, so there’s no need to

worry. ８頁：When will she be back? Anna

asked.“She may be in the hospital for

several days, but you can go and see her.‥

‥ Mrs Thomas across the corridor will

keep an eye on you until Daddy get back.

11頁：Anna and Susie played with Emily

some more. ：the wind blew through the

windows. 12頁：It was so warm that soon

she fell asleep. 14頁：Let’s go and have

something to eat. 17頁：Anna set three

places at the table.“One for Daddy, one for

Emily and one for me.”18頁：Anna’s

father slept in Katy’s bed that night. Anna

woke up very early the next morning. これ

らの文章はアメリカと日本における医療事情が

違うために、細かいところで説明を要したので

あろう。

６．言葉のリズムを合わせた

言葉のリズムを大切にした詩的な本として

『よあけ』と『Dawn』をあげる。『よあけ』は

中国の柳宗元の詩、漁翁―老人の魚釣りーとい

う死を元にして作った絵本と裏表紙のあとがき

にある。詩の前半分の山と湖が緑になるところ

までが絵本に書かれているが、ポーランド系の

作者、シュルヴィッツは子どもを一人加え、竹

を燃やす場面はカットしている違いはあるもの

の、古い詩の世界と新しい絵の世界に共通して

いるのは色を通してみるという認識であるとい

う［３］。日本語訳では、「山がくろぐろとしず

もる、しだいにぼやっともやがこもる、おーる

のおと・しぶき・みおをひいて」など、いかに

も詩的な訳に徹しており、The mountain

stands guard, dark and silent / Slowly, lazy,

vapors start to rise. The oars screak and

rattle, churning pools of foam. の原著に忠実

なことばより、詩のもつ言葉を重要視している。

７．製本の方法

『パパ、お月さまとって！』と『Papa, please

get the moon for me』ではお月様のところに

パパが行きついたところで、満月をたたみ込ん

だ折り方が違う。元の本がシンプルな四つ折り

であるのに比して、翻訳の方が高度な技術を用

いている。この件については出版元の偕成社の

編集部に電話で問い合わせた。その結果、アメ

リカで発行された当時は紙質がよくなく、複雑

な折り方は出来なかったとのこと。しかし、現

在は日本と同じように英語版も複雑な折方をし

ている。エリック・カールは1980年代に絵本

を改定している。それを機に、折り方を変えた

というものである。今回我々が目にした原本は

1986年版であった。

『すてきな三にんぐみ』と『The Three

Robbers』では６～７頁の絵が全く反対を向い

ている。これは印刷のミスであろうか、それと

も効果を狙ったものであろうか。（図３-１と図

３-２は５・６頁から引用）これについては出版

した偕成社に確かめると、絵本は左から右へ進

んでいく。原本では泥棒が反対の方向に向かっ
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ていて不自然である。そこで、原作者の許可を

得て、左右を反対にしたということであった。

藤本朝巳はその著『絵本のしくみ』において絵

の流れを図で説明し、読者の目は左から右へ行

くことが自然であることを色々な絵本を使って

説明している。「横書きでは通常、人物は左か

ら右に向かって進行するので、人物が反対に動

くとき、すなわち、右から左へ動くとかあるい

は、進行方向に向かう右向きではなく、進行方

向に逆らう左向きのポーズは不自然なむき

［４］」なのである。

８．時代の差

『ルピナスさん』と『Miss Rumphius』の本

では何箇所か時代の差を反映した訳が見られ

る。そのうちのひとつは「got out her seed

catalogues」の日本語訳を「くにいちばんのた

ねやさんにルピナスの花のたねを注文しまし

た」とある。英語版ではカタログ販売と書いて

いるのに日本語版にはないのは、その時代には

日本でカタログ販売がまだなかったからであ

る。広い大陸での販売方法として、アメリカで

はSearsが1888年に始めて以来、長い歴史をも

つこの方法は、この絵本が出版された1987年

の日本ではまだ一般的ではなかったのである。

『パパ、お月さまとって』の満月のページの、

折り方も時代の差にも入れることができる。

９．文字の違い

『あいうえおのき』と『The Alphabet Tree』
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図３-１　日本語の訳本『すてきな三にんぐみ』 
５･６頁引用 

図３-２　英語の原本『The Three Robbers』 
５･６頁引用 

図４-１　英語の原本『The Alphabet Tree』 
28･29頁引用 

図４-２　日本語の訳本『あいうえおのき』 
27･28頁引用 



では26文字の英語を訳した日本語の訳本は、本

の文字は全て日本語の50音文字になっている。

特に、最後の２ページ目と最後のページの文字

の現れ方が、左から書く英語と日本語の違いを

表している。図４-１と図４-２はその違いの部

分を示している。これは絵に見られる違いであ

るが、文章の違いもある。

『おやすみなさいフランシス』と『Bedtime

for Frances』ではABCDEが「あいうえお」に

なっている。「お」はおだんご、が入っている。

あの時は「あ」で始まるアップルパイという風

に、言葉が合うように、登場する字を変えてい

る。そして、次へのことば「くま」につづかせ、

辻褄を合わせるために変えている。表６ではそ

の違いを述べている。

10．一つの単語が多様な言い回しになる

『そらいろのたね』と『The Blue Seeds』で

は日本語版では、「入ってきた」という言葉が

英語版では全て入る動物の動作に合わせてい

る。「ひよこがやってきました。どあをあけて

はいりました。ねこがきてはいりました」が

「When Chicken, who happened to be

passing by. And he hopped into it through

the front door. And he crept into it through

the front door.」になっており、普通に歩く、

飛び跳ねながら入る、はいつくばって入ってく

る様子を表し、英語の動詞が内包する意味の豊

かさを感じるものである。

『はらぺこあおむし』と『The Very Hungry

Caterpillar』では「ate through」を「たべま

した」と訳している。エリック・カールの本は

フルーツに穴が開いていて、食べて突き抜ける

ようになった雰囲気が出て、まさしくthrough

なのであるが、日本語では単に「たべました」

となっている。これは穴の中に指を入れて虫が

でてくるように演出をすることで、e a t

through の意味を感じることができるだろう

が、訳に一工夫欲しいところである。『はらぺ

こあおむし』は市民図書館で最も貸し出しの多

いところもあり、小学校での｢外国語活動｣の授

業でも利用される上位にある本である。微妙に

使い分けられた言葉の差も、絵本にあけられた

穴という魅力的な要素によって補われているの

である。
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表６　文字の違いが絵本の文章を変えた例 

日本語の訳本 絵本名 英語の原作 

『おやすみなさ

いフランシス』と

『Bedtime for 

Frances』 

あは　アップルパイ 

いは　いたち 

うは　うみへびよ・・・ 

えは　えんとつだよ 

おは　おだんご　 

ては　てっぽう、ズドン に続く。 

（とらを引き出すための「て」と「と」） 

 

か～そ10個の文字 

 

←A is for apple 

←B is for bear 

←C is for crocodile・・・ 

←D is for dumplings 

←S is for sailboat .　に続く。 

 

U is for underwear, down in the 

drier…” Frances stopped because 

“drier” did not sound l ike “tiger”. 

E～Rの14文字 



11．対話形式か、語り口か

『オラたちのたけやぶ』と『The Bamboo

Grove』では英語版では語り形式になっている

が、日本語版では対話形式になっているところ

が基本的に異なる。これはもともとタイの話で

ある。静かな村、その真ん中に茂る竹薮が、村

の開発を行う現代の破壊産業に打ち勝つ話であ

る。民族文化にあふれる絵本であるが、一般的

な語り口の英語版と、主人公、オラの語る対話

形式になっている日本語版での違いがある。７

頁に、英文では「One day the old man told

the children a story. 」が挿入されており、日

本語版では「８頁：どうぶつや　とりや　むし

んこもじゃ。じゃから、わしらも　もりや　き

を　たいせつに　せんと　いかんのじゃよ。」

という記述があるが、英語版ではない。

12．遊びの名前・花の名前・判りにくいもの

を変える

『あおちゃんときいろちゃん』では遊びの名前

が「Ring-a-Ring-O’Roses!」が「ひらいたひら

いたなんのはなひらいた」になっている。歌は

違うが、遊びは両方とも花の歌を歌いながら歩

いて最後は座るという動きをとることで、よく

似ている。それは日本の子どもにわかりやすく

するためのものであろう。また、『あなはほる

ものおっこちるとこ』と『A Hole Is To Dig』

において、「Dood-ledoodledoo-oo」が「おっこ

ろりんのしゃーんしゃん」と訳されている。こ

れも子どもに直接語りかける絵本であるからこ

そ、その国の子どもが知っている遊びに変換す

る必要があったと思われる。

また、『フレデリック』では原作のper i -

winkles（つるにちにちそう）を日本語版では

朝顔に変えているが、子どもにわかりにくいも

のを、子どもなら誰でも知っている朝顔にして

いる。『スイミー』で原作にあるメドウサの名

前を日本語の訳本ではカットしている。ギリシ

ャ神話のゴルゴン三姉妹の末娘の名で、蛇の頭

髪を持ち、これを見るものを石に化したという

話を日本の子どもはおそらく知らないからであ

る。

13．スペース上の省略　

『白雪姫』と『Snow White』では、ページ数

を合わせ、１頁に文章を収めるために、適宜省

略されている。例えば７頁の「Snow White

began to run-over sharp stones and

through thickers of throns. Wild animal

leapt out at her but they did her no harm.」

が訳本ではすっぽり抜けている。このような箇

所は他に８箇所に上る。絵本の機能を果たすた

めには、原作のもつ「絵本の各部分と全体とは

必然的な関係を保っている［５］」といい、「ペ

ージターナーといって、絵本の頁の機能とその

展開は、絵本をめくることによって物語を展開

し、読者の目をひいていくために、めくるとい

う欲求をおこさせるものをいう［６］。その意

味で、訳者は見開きの頁を大切に考える。白雪

姫の長い語りのカットはそのために行われたの

であろう。

14．表紙の絵の変更

『ルピナスさん』と『Miss Rumphius』にお

いて、英語の原本『Miss Rumphius』の本は

紫色の枠で囲まれており、ルピナスの紫花の色

をしている。サイズは縦×横が230mm×

250mmである。内容は全てのページにわたっ

て色は濃くなっている。しかし、日本語の訳本

は全ページに渡って色は薄めであり、表紙の色

は図５-２のように薄黄緑色が使われており、題

にルピナスさんという言葉を使っているが、表

紙にそれらしき花を配置していない。日本語の

訳本『ルピナスさん』は 縦×横210mm×
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264mmと横長になっている。このように極端

に色もデザインも違う絵本は珍しい。出版社の

ほるぷ出版に問い合わせたところ、訳本を出す

場合、国によって作者の方でデザインや色を変

えることはありますという答えであった。

『スイミー』では英語版の見開きが図６-１の

ようになっている。しかし、日本語版では、図

６-２のような絵になっている。これは小さな魚

が集まって大きな魚の形になることで、大きな

魚に対抗するというお話の意味を、最初にメッ

セージとして送るために変えたものと思われ

る。このことで、よく本の内容が理解できる。

このように、「表紙と裏表紙の描き方を工夫し

てテキストに展開されるエピソードを暗示する

こともある［７］という。

15．道徳的な意味合いの強調

『ぴかくんめをまわす』と『Pekka says go!』

では日本語では23頁「しんごうのないときはお

まわりさんのあいずをしっかりまもりましょ

う」が入っている。しかし、訳本にはない。原

作者はまた、最後の頁「ぴかくん、よかったね」

が英語では「Good night, Pekka, goodnight.」

と変わっている。
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図５-１　英語の原本『Miss Rumphius』 
表紙より引用 

図５-２　日本語の訳本『ルピナスさん』 
表紙より引用 

図６-１　英語の原本『Swimmy』 
見開き表紙から引用 

図６-２　日本語の訳本『スイミー』 
見開き表紙から引用 



16．死に対する考え方の影響　

『葉っぱのフレディ 』と『The Fall of Freddie

the Leaf』は日本でもよく読まれた本である。

日本語版では各頁に一枚葉っぱの絵を描いて、

原作の写真を、それより小さくしてきれいにし

ている。これは死を明るく伝えようとしている

日本の子どもに対する配慮ではないかと思われ

る。生きることを明るく伝えたいという訳者の

意図が感じられる。182×234ｍｍと210×184

ｍｍと言う風にサイズも日本の場合は大きくな

って柔らかくきれいになっている。「死」の言

葉の数の差は日本語では７箇所６文章、英語の

「ｄieとdeath」 は９箇所９文章、である。英語

の「dieとdeath」を「いなくなる・引っ越す・

いやだ」と言い換えて、直接死ぬという言葉を

避けている。これは死に対する宗教観の違いに

基づいた、子どもへの配慮が働いたと考える。

17．絵も文章もほぼ一致　

原本も訳本も同じであったのは64組中９冊

（14％）あった。この割合は翻訳本としては低

いと感じられる。表８に原本と訳本を示してい

る。内容的にはシンプルなものが多い。『おじ

いさんの旅』は３代にわたる家族の歴史を絵本

にしたものであり、家族のつながりを示す。

『できるかな？頭からつま先まで』は、体を動

かすことを促す絵本であるので、わかりやすい。

『ごきげんなライオン』や『どろんこハリー』

は冒険ものであるが、非常に軽快な筋立てであ

る。
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表７　『葉っぱのフレディ 』と『The Fall of Freddie the Leaf』に見られる「死」の言葉 
（下線は筆者が付ける） 

頁 

13 

 

14 

 

 

15 

 

16 

 

 

 

17 

 

 

 

 

葉っぱのフレディ The Fall of Fewddie the Leaf

ひとり残らずここからいなくなるんだ 

ぼくもここからいなくなるの 

だからひっこすのだよ 

ぼくはいやだ 

ぼく死ぬのがこわい 

 
死ぬということも変わることの一つなのだよ 

この木も死ぬの？ 

いつかは死ぬさ 

（訳なし） 

葉っぱも死ぬ　木も死ぬ 

 
春に生まれて、冬に死んでしまうフレディの

一生にはどういう意味があるのであるのでし

ょうか？
 

Some people call it die. 

Will we all die? 

Then we die, 

I won’t die! 

I’m afraid to die, 

Why should you be afraid of the season 

of death? 

Does the tree die, too? 

Someday. 

Where will we go when we die? 

（原文なし） 

“Then what has been the reason for all 

of this?” Freddie continued to question. 

“Why were we here at all if we only 

have to fall and die?” 



Ⅳ絵本の翻訳に何が影響しているか
１．絵本の心を伝える手法として

藤本は翻訳のおもしろさと難しさについて次

のように述べている。「よその国で出された絵

本は、もともと内容が自然・風土から文化・習

慣、また細々した衣食住にいたるまで違うわけ

ですから、日本で出版する際は、横文字を日本

語に直すだけでは日本の読者、特に子どもの読

者にはわかりにくいことがあります。さらに、

小説などと違って、絵本には絵がありますから、

時には文章で語っていることをすでに絵が示し

ている場合、逆に文章に書いていないことを絵

で示している場合もあり、さまざまな工夫をし

て、言葉を移し変えなければならない［８］」

といいます。本研究においてはそのさまざまな

工夫を見る資料を得ることができた。子どもた

ちに絵本のもつ意味をより深く理解してもらう

ために取り入れられているのは、題を変える・

副題を挿入したりする本が多かったが、題は本

の方向を教える重要なものである。また、人が

手にとって読んでみようとする道しるべでもあ

る。ここに意味を持たせることは大変重要であ

り、翻訳者にとっては物語全てを含んだ絵本の

命ともいえるものであろう。したがって訳者が

様々なところに現れる。それはタイトルに留ま

らず、表紙をめくった次の頁の扉にかかれたス

イミーの絵であり、ルピナスさんの表紙の色や

デザインである。絵本はその頁、頁で心を集中

させて自分の中で話を展開するものである。し

たがって、話の展開をミステリアスにして読者

を引っ張る場合もあるが、タイトルで内容を示

してもその興味を減退させるどころか、興味を

刺激する方向に働き、決して妨げにはならない。

また、状況を多く語らねばならないのは、そ

の国の習慣で、直感的に判るものと判らないも

のがあること、その国の人がもつイメージが違

うので、文章を入れたり、抜いたりの作業が必

要になってくることはうなずける。加筆してい

る典型的な２例を前述したが、「翻訳はある意

味は翻訳のラインと同時に創作のラインもあ

る。・・・また、原作を翻訳時の時代や文化に

合わせる翻訳の二重性がある［９］」と、神宮

が児童文学者の梨木との対談で述べている。訳

者が誰でどのような人であるかは大きな問題で

はある。しかし、誰であれ、最初に述べたよう

に、一冊の絵本を多くの人が訳することは少な

いので、訳者の感性を信じる他はないのである

が、そこには、普遍的な翻訳の二重性が存在す

ることを見出すことができた。

子ども観による違いもあった。本調査で見ら
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表８　訳本が日英同じもの 

16-1 

16-2 

16-3 

16-4 

16-5 

16-6 

16-7 

16-8 

16-9

おじいさんの旅 1993 

できるかな？頭からつま先まで 1997 

ぼく、お月さまとはなしたよ 1985 

ごきげんなライオン 1964 

どろんこハリー 2004 

ピーターのいす　1969 

あまがさ　1958 

くまのコールテンくん　1976 

ものいうほね　1978

Grandfather’s Journey 1993 

From Head to Toe 1997 

Happy birthday, Moon 1982 

The happy Lion 1954 

Harry the Dirty Dog 1956 

Peter’s Chair 1967 

Umbrella　1999 

Corduroy 1968 

The Amazing Bone 1976



れたのは道徳的な意味合いの強調と死に対する

考え方の影響であった。お話をそれ自体の楽し

みで終わらず、教育的な一文を入れている。昔

から日本は絵本を通して教育的メッセージを送

り続けてきた。正直爺さんは必ず、最後には大

判小判がザックザクと出てきて、欲張りばあさ

んはお化けやガラクタに見舞われるのである。

正直であれば必ず金持ちになり、それが良しと

いう価値観に一本化していた。その名残りを見

る思いがあったが、絵本にまでこのようなこと

は必要なのだろうかという疑問が残る。

死の場面を子どもの目から覆い隠してしまっ

た日本では、現在も家庭で命の終焉を迎える人

は少なく、子どもたちから遠いところで扱って

きた。そのことも、訳本に表れている。日本で

は絵本は最近でこそ心の栄養としての意味が強

調されるようになったが、知的な刺激教材とし

ての意味合いも深まり、別の意味で日本的な子

ども観による翻訳となっていることは否めな

い。「子どもの本は、書き手と読み手の立場に

違いがあることが特徴である。書き手である大

人は、自分たちが別れをつげた「過去」の子ど

も時代に関心を寄せているのに対し、読み手で

ある子どもたちは、自分たちの『未来』の成長

に関心を寄せている。こうした特長のために、

子どもの本を研究する際に、教育的観点を重視

するものと、文学作品としてテクストの解釈を

重視するもの、二つの立場が生じる［10］」と

英米児童文学および翻訳を行っている田中美保

子はいう。ここでも、翻訳における二重性を見

ることができる。

日本語圏と英語圏の違いで変えたほうが良い

こともあった。また、人名・地名の違い、遊び

の名前を変える、文字の違いによるものについ

ては国が変われば変えざるを得ないものであ

る。しかし、その変え方は知られていない土地

名は削られ、よく知られている地名は入れられ

るというように、地名そのもののもつイメージ

が作品にとって多くの意味を持つことがわか

る。私たちはことば一つに持たせたイメージで

一瞬にして共感することができる。子どもたち

にとって、また、人名については、特別なもの

でないものは、子どもがそのお話にすぐ入って

いけるためには聞きなれない外国の名前より、

親近感のある自国の名前であることが好ましい

しい。遊びについてはどの国の子どもも似たよ

うな遊びがあり、それに近いものをもってくる

ことが子どもにお話のイメージを伝え易いので

ある。

読者のすることは絵本を通じて書かれた世界

とコミュニケーションをするだけでなく、「幼

い子どもたちが、言葉のうえでの絵本間のつな

がりだけでなく、絵のうえでの絵本間のつなが

りをも認識することができる。・・・絵が枠組

みを与えてくれる。子どもたちはその枠組みに

基づいて法則を作り、自分の立てた仮説の真偽

を試す［11］」のである。子どもたちの中でも、

無意識のうちに二重性、もしかしたら多重性を

実行していることがわかる。

絵本は絵と文章をあわせて物語るものと言わ

れている。「現代絵本は絵に多くを語らせる。

絵は単なる物語の絵解きではなく、それ自体自

立した視覚情報になっており、絵そのものに象

徴的な意味を託すのがポストモダンの絵本作家

の特徴です［12］」という谷本も視覚的な情報

に翻訳も配慮しているという。彼はその著『子

どもはどのように絵本をよむのか』の中で、

「絵を読むことに天才的であるともいえる子ど

もたちは、同時に作品を読む姿勢がきわめて主

体的であるのも特徴的です。例えば、絵本を読

む子どもたちは絵本の世界から自由に出入りし

て、連想のおもむくままに自分の生活に結びつ

けた発話を繰りかえします［13］」というよう

に、一つの刺激としての絵本を想定すれば、視
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覚情報は大きな刺激であり、子どもの連想を書

き立てるためには、その国の文化に即した書き

換えが必要であろう。

今回の調査では絵本の全体イメージをタイト

ルで変えた本が多いことを見出したが、表紙の

デザインの翻訳がいかに難しいかを前掲書１で

青山南と羽島一希が対談で述べているが、特に

文字の形や配置は言葉の違いで扱いに工夫が必

要であるという。藤本朝巳は『絵本はいかに描

かれるか』の中で「絵本が楽しい、おもしろい

という理由の一つに、色の用い方があります

［14］」と言い、色はそのもののもつイメージが

ある。『ルピナスさん』と『Miss Rumphius』

において「ルピナスさん」というこの話の命題

がこのタイトルになっている。江國はエッセイ

の中で、原著が『ミス・ランフィス』というこ

とに、老いや孤独をきちんと引き受けた上で自

由に生きた一人の女性と、彼女が誇りをもって

選んだ人生とかがすっきり感じられるタイトル

［15］」と述べている。日本語版では彼女の人生

で欠かすことのできない花の名前を盛り込んだ

ルピナスをタイトルにもってきているので、物

語のテーマをはっきりとさせている。しかし、

すっきりときっぱりとした人生を象徴する色が

原著の紫と黄緑という違いは色の好みの国民性

であろうか。英語版の色の鮮やかさに驚いた人

は多い。『ルピナスさん』は本の中の一枚一枚

も日英で濃さが違っていて、国民性をあらわし

ている。

しかし、アーノルド・ローベルの、かえると

ガマが主人公の二人ものはまったく同じ色調で

ある。これは、江國は「軽やかで淡々とした物

語」であり、押さえた色調といい平明な訳文と

いい、本当にやさしい本だ［16］」というよう

に、この本のやさしさはそのまま日本語版に採

用されていて、原作の味を伝えている。ユング

派分析家ファースの絵画療法の手引きによれ

ば、「あわい黄緑は心理的ないし身体的な弱さ。

治療援助をうけながら、生命が消えていくこと、

あるいはよみがえること。紫は、自分のものに

したい、コントロールしたいという欲求や、他

人にコントロールをと支持を求める気持ちを表

しているかもしれない。思い責任を暗示したり、

背負うべき十字架があることを示唆している可

能性もある［17］」という。訳者が色の深層解

釈を意識していたかどうかはわからないが、結

果的には内容も含めて国民性を表しているので

はないかと思われる。

絵本画家である赤羽は『私の絵本ろん』の中

で、長く住んでいた中国では「あの乾いた風土

のなかでは、原色の赤や藍の一色がよく似合う。

和服にあるような中間色などは、この風土の中

ではけし飛んでしまう。日本の風土は、湿気を

含んでソフトである。なればこそ、あの中間色

が生まれ、よく似合う［18］」という。さらに

その湿度故に日本の緑は多く、文化にも緑は欠

かせない、「緑と日本人の一体化［19］」がもた

らした色の使い方なのであろうか。

２．声の文化として

絵本はあくまで、声の文化である。したがっ

て、心地よいリズムの伝達は重要である。「日

本語は、擬音語・擬態語がとても多い国である。

一方、英語の擬音語・擬態語は日本語の３割に

も満たないと言われている［20］。特に幼い子

どもの世界ではオノマトペは日常会話や身体表

現にも多く使われており、古市は幼児教育でオ

ノマトペの使用の有効性を身体表現で証明した

［21］。子ども自身も自発的に自分の気持ちを強

く訴えたいとき、何かをイメージして、何かに

なったつもりのとき、慣用句や伝承遊びのとき

などに使う。皆島は「日英語のオノマトペにつ

いて対照言語学的考察を行なった結果、日本語

には枚挙に暇がないほど，オノマトペを使った
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表現が豊富である。しかし，日本語から英語へ

の翻訳という観点から見ると，例を挙げながら，

必ずしも日本語のオノマトペが英語においても

オノマトペによって表現されているとは限らな

い［22］」という。彼は286例の文章を分析し

て、英語でもオノマトペを用いた表現に翻訳さ

れることもあるが、表９に示すような分析を行

っている。

上記の表の結果から、日本語のオノマトペ全

般の英語への翻訳という観点から見ると、少な

くとも以下の３点の傾向性を指摘している。（A）

日本語のオノマトペの英語への翻訳において

は、動詞をはじめとして、副詞，形容詞，名詞

などで表現されるケースがほとんどである。（B）

日本語のオノマトペの英語への翻訳において

は、英語でもオノマトペで表現することは少な

い。（C）日本語のオノマトペの英語への翻訳に

おいては、訳出していないケースは決して少な

くはない。

日本語がオノマトペというすぐれた感覚的な

表現を多用するのに対し、英語では一般動詞や

副詞で表現することがほとんどである、という

従来から指摘されてきたことの再検証ができた

と思われる。この皆島の論証は、本研究におい

ても見ることができた。「一般動詞とはいって

もこれらの動詞は語源的にはほとんどがオノマ

トペに由来するものである。しかも、英語の場

合は概念化が強いので、特に非母国語話者の語

感では、オノマトペであるということを気づか

せにくくしているのであろう［23］」という。

楳垣の指摘がある。

表現形式を変えたために変わるものもあっ

た。対話形式か、語り口かで変わる、言葉のリ

ズムを大切にした詩的な本などは訳者の心の表

れである。本は文字の文化であるが、「絵本は

本質的には声の文化にふくまれるものである

［24］」。声の文化と子どもの本の関係について

絵本を数多く世に送り出してきた松居は、その

著『声の文化と子どもの本』で、絵本を言葉で

伝承する大切さを述べている。それは翻訳をす

るという本の意味を伝えると共に、伝承的意味

を重要視するためには変える必要があるからで

あろう。

童話詩の翻訳については1900年の前半から

多くの作家が詩のリズムや形態の翻訳には苦労

しており、原の著『比較児童文学論』では日本

における翻訳・受容の章の中で、いい翻訳の例

を挙げて説明している［25］。絵本においては

子どもに受け入れられやすくするために、言葉

のリズム性を優先させることが十分考えられ

る。また、そのことは、韻を踏んだ絵本の翻訳

も十分そのことを意識しつつ行っていたことか

ら、十分配慮して行われていることがわかる。

まとめ
絵本そのものがもつ多層構造［26］を翻訳す

る場合、本調査では３つの二重性を引き出すこ

とができた。それらは①国の違い、②時代の違

い、③翻訳と創作という翻訳者における違いで

ある。そこに絵本を読む手法としての工夫、声

の文化としての価値が加わる。それは、国によ
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動詞を用いた表現 

副詞を用いた表現 

形容詞を用いた表現 

名詞を用いた表現 

擬態語を用いた表現 

その他の表現 

訳出なし 

合計 

25.9% 

20.6% 

17.5% 

10.8% 

1.4% 

6.6% 

17.1% 

100%

表９　擬態語に対応する英語の表現形式 
皆島［22］より筆者らがタイトルを再構成 

 



る子ども観、生活習慣、文字の違い等の断片性

［27］もいりこんでくる。しかし、基本的に翻

訳に耐え、国や年齢を超えて愛されるものは絵

本に流れる心である。それは技術ではなく、人

の生き方や心を大事にする人の問題であること

が判った。特に「やさしさ」は各国に共通する

ものであり、『ぐりとぐら』が９つの国で翻訳

され、愛された例を挙げて子どもの生活には欠

かせない絵本としてあげている［28］。エリッ

ク・カールの絵本では、独特の仕掛けがあり、

自分の娘への愛や、おばあちゃんの思い出から

書かれており［29］、国を超えて愛される要素

を持っている。それは翻訳を超えて、人の心に

響く何かを秘めているからである。

本研究は英語の絵本と日本語の絵本を取り扱

ったが、絵本の持つ意味と国の違いによる習慣

で変えざるを得ないものもあったが、大半は子

どもに対する愛情にあふれた訳者や編集者の意

図が汲み取れた。このことを通して、絵本は時

代の流れにより、その価値観も変えていくであ

ろう事を感じた。訳された絵本を読む私たちも

また、絵本を心で訳するという作業を担ってい

ることも強く感じた。さらに、絵本を通して、

主体的に自分で世界を作り上げて心の世界を旅

する子どもの存在を考えるとき、単なる絵本に

接することだけでなく、多くの体験を通じて人

間を理解する機会を作る必要があることも、行

間から読み取ることができた。

今後、多くの絵本に接することにより、多重

構造の絵本の構造と翻訳の二重性の関係を明ら

かにしていきたい。
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追記

「ブレーメンの音楽隊」の訳本で、この研究

の動機付けになった理由については明らかにす

ることが出来なったが、これからの研究の道し

るべにして今後も研究を続けて生きたいと思

う。
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